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※
３
回
で
１
セ
ッ
ト
で
す
が
、１

回
の
み
の
受
講
も
可
能
で
す

市
内
在
住
の
妊
婦
、そ
の

配
偶
者
・
父
母

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

中
田
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

親
子
手
帳
、筆
記
用
具

◉

市
内
在
住
の
妊
婦
、乳
児

期
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
人

※
電
話
で
予
約
が
必
要
で
す

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
付
時
間
は
午
前
９
時
40
分
〜
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

親
子
手
帳
、筆
記
用
具

飲
酒
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
・

薬
物
な
ど
依
存
症
に
関
わ
る
問
題

で
悩
ん
で
い
る
人
の
家
族

７
月
７
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜

登
米
保
健
所

無
料

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

登
米

保
健
所（
母
子
・
障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

７
月
16
日（
金
）午
後
１
時

〜
４
時
10
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

柳
渕
勝し

ょ
う

一い
ち（

司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料（
要
電
話
予
約
）

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

◉
　

妊
娠
中
の
生
活
を
快
適
に
過
ご

し
、赤
ち
ゃ
ん
を
健
康
に
生
み
育

て
る
た
め
に
、正
し
い
知
識
を
身

に
付
け
る
た
め
の
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

◉
　

妊
娠
中
の
こ
と
や
出
産
、育
児

に
つ
い
て
、一
人
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。心
配
な
こ
と
や
不
安
な

　

市
は
、令
和
４
年
４
月
以
降
に

進
学
・
進
級
す
る
希
望
者
に
、奨
学

金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

■

国
内
の
高
等
学
校
、高
等

専
門
学
校
、専
修
学
校（
高
等
課
程

お
よ
び
専
門
課
程
に
限
る
）、短
期

大
学
、大
学（
大
学
院
を
除
く
）

正
規
の
修
業
期
間
内

次
の
全
て
の
条
件
に

当
て
は
ま
る
こ
と
▼
人
物
＝
市
内

に
在
住
し
、生
計
の
基
礎
が
市
内

に
あ
り
、心
身
と
も
に
健
康
な
人

▼
学
力
＝
最
終
学
年
の
直
近
の
成

績
が
学
年
評
定
３
・
５
以
上
、ま
た

は
成
績
順
位
が
上
位
50
％
以
内
の

人
▼
家
計
＝
経
済
的
理
由
に
よ
り

修
学
が
困
難
な
人

■

大
学

50
万
円
以
内

▼
医
学
部
、獣
医
学

部
な
ど
＝
６
年
以
内
▼
そ
れ
以
外

＝
４
年
以
内

市
内
に
在
住
し
、学

資
支
払
い
が
困
難
な
人

■

予
算
の
範
囲
内

７
月
１
日（
木
）〜
９

月
３
日（
金
）（
土
日
、祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

受
け
付
け
）

▼
市
育
英
資
金
お
よ
び
浅
野
兄
妹

奨
学
資
金
、上
杉
奨
学
金
の
重
複

応
募
は
で
き
ま
せ
ん
▼
市
育
英
資

金
お
よ
び
浅
野
兄
妹
奨
学
資
金

は
、日
本
学
生
支
援
機
構
な
ど
、他

の
機
関
が
運
営
す
る
奨
学
資
金
を

借
り
て
い
る
、ま
た
は
借
り
る
こ

と
が
決
定
し
て
い
る（
見
込
み
を

含
む
）場
合
は
貸
し
付
け
で
き
ま

せ
ん

奨
学
生
選
考
委
員
会

で
審
査
し
、教
育
委
員
会
で
決
定

（
10
月
開
催
予
定
）

❶
奨
学
生
願
書（
様

式
第
１
号
）❷
学
校
長
推
薦
書（
様

式
第
２
号
）❸
健
康
診
断
書（
任
意

様
式
。学
校
発
行
の
も
の
で
も
可
）

❹
住
民
票
謄
本（
世
帯
全
員
の
も

の
で
本
籍
記
載
の
も
の
）❺
令
和

２
年
度
納
税
証
明
書（
世
帯
全
員

分
お
よ
び
連
帯
保
証
人
分
）❻
令

和
２
年
中
の
世
帯
全
員
の
収
入
が

分
か
る
書
類
＝
所
得
控
除
の
記
載

が
あ
る
所
得
証
明
書（
確
定
申
告

書
ま
た
は
住
民
税
申
告
書
の
写

し
、事
業
収
入
な
ど
が
あ
る
場
合

は
収
支
内
訳
書
の
写
し
、給
与
収

入
だ
け
の
場
合
は
源
泉
徴
収
票
の

写
し
で
も
可
）

※
❶
と
❷
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

教
育

委
員
会
教
育
部
教
育
総
務
課（
総

務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
０

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、飲
酒

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
く
な

り
、本
人
が
心
身
を
病
む
だ
け
で

な
く
、家
族
の
心
も
巻
き
込
ん
で

い
く
病
気
で
す
。

　

飲
酒
の
悩
み
な
ど
を
相
談
す
る

中
で
、自
分
自
身
の
心
を
癒
す
と

と
も
に
、治
療
や
回
復
の
過
程
、飲

酒
に
よ
る
問
題
行
動
へ
の
対
応
を

学
ぶ
た
め
、相
談
員
に
よ
る
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

（令和３年５月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,600 9,626 10,165 19,791 （3）

登米 1,772 2,233 2,384 4,617 （▲5）

東和 2,288 2,914 2,997 5,911 （▲15）

中田 5,250 7,560 7,813 15,373 （▲6）

豊里 2,136 3,129 3,197 6,326 （0）

米山 2,838 4,328 4,418 8,746 （▲16）

石越 1,537 2,276 2,286 4,562 （▲4）

南方 2,741 4,070 4,242 8,312 （▲13）

津山 1,130 1,479 1,606 3,085 （▲9）

合計 27,292 37,615 39,108 76,723 （▲65）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

　横断歩道は歩行者が優先です。運転手が、横断歩道を横断
しようとする人や横断中の人がいるのに停止しなかった場
合などは、「横断歩行者等妨害違反」になります。

（令和３年５月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ３ Ｒ２ 増減数

人身事故
発生件数 35件 61件 ▲26件

死者数 0人 1人 ▲1人

負傷者数 40人 78人 ▲38人

物損事故
発生件数 614件 456件 158件

※Ｒ３年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載
掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です

令和３年
累計

前年同月

こ
と
な
ど
、気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。助
産
師
が
個
別
相
談
に
応
じ

ま
す
。

７
月
20
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時
30
分

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

◉

電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

　

東
北
財
務
局
で
は
、借
金
を
抱

え
て
悩
ん
で
い
る
個
人（
自
営
業

者
含
む
）か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。一
人
で
悩
ま
ず
に
、気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
り
ま
す
。

月
曜
〜
金
曜
＝
午
前

９
時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
５
時

（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

東
北
財
務
局
多
重

債
務
者
相
談
窓
口

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
７
０
３

　

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
は
、幼
少
時
の

集
団
予
防
接
種
に
よ
り
Ｂ
型
肝
炎

に
感
染
し
た
と
認
め
ら
れ
る
患

者
に
対
し
病
態
に
応
じ
て
50
〜

３
６
０
０
万
円
の
給
付
金
な
ど
が

支
払
わ
れ
る
制
度
で
す
。給
付
を

受
け
る
た
め
に
は
、国
を
相
手
に

訴
訟
し
、証
拠
に
基
づ
き
救
済
要

件
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
し
た

う
え
で
国
と
和
解
な
ど
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。Ｂ
型
肝
炎
被
害

対
策
東
北
弁
護
団
が
、Ｂ
型
肝
炎

訴
訟
に
つ
い
て
、弁
護
士
に
よ
る

無
料
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

７
月
３
日（
土
）午
前
10
時

〜
午
後
６
時

Ｂ
型
肝
炎
患
者
や
家
族
、

相
続
人

▼
☎
０
２
２（
２
２
４
）１
４
９
０

▼
☎
０
２
２（
２
２
４
）１
４
９
１

※
予
約
不
要

Ｂ
型
肝
炎
被
害
対

策
東
北
弁
護
団
事
務
局（
小
野
寺

友
宏
法
律
事
務
所
内
）

☎
０
１
２
０（
７
６
）０
１
５
２

７
月
27
日（
火
）❶
午
前

９
時
30
分
〜
❷
午
前
11
時
〜
❸

午
後
１
時
30
分
〜
❹
午
後
３
時

〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す

▼
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
２

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

が
い
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

㊋

㊊

㊋

㊍

㊍

㊍


